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６月定例会

平成２８年６月定例会を６月１４日から７月１日までの１８日間の会
期で開催しました。本定例会は、市長から提案された議案32件と
議会から提案された決議案１件を審議しました。意見書については
１件が提出され、可決しました。（採決の結果は４ページに掲載）
上程された議案は３つの常任委員会に付託され、審査しました。

その内容は、次のとおりです。

総務教育建設委員会 付託された16議案は、原案のとおり可決・承認

●綾部市立八田幼稚園が開園されます
平成２９年４月に、綾部市立東八田幼稚園
と綾部市立西八田幼稚園を統合した３年保育
の幼稚園が開園されます。
質疑の中で「幼児園がつくられてきた中で、
なぜ３年保育の幼稚園をつくるのか」に対し、
「八田地区に幼児園をつくる計画がなくなり、
幼児教育の場を行政として残していく必要性
を考え、西八田と東八田両園を統合して新た
に幼稚園を設置することになった。文部科学
省の教育指針に３年保育が望ましいとあるこ
とから、新たに設置するのであれば３年保育
にしようということで計画した。」との答弁
がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●府内で最初の借上型市営住宅が設置されます
民間の土地所有者等が建設する賃貸住宅を
市が借上げた市営住宅として使用します。今
年度は味方町と大島町の２住宅が設置されま
す。
質疑の中で「家賃の最低ラインはいくらに
なるか」に対し、「１ＬＤＫが約１万８千円か
ら、２ＬＤＫが約２万４千円からの設定にな
る」との答弁がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●（仮称）新市民センター建設用地が追加取得
されます
既に取得している土地５６００㎡に加え、６７９６
㎡（取得金額１億９９７５万円）が追加取得され
ます。
整備に係る今後のスケジュールは、今年度
に用地購入と実施設計を行い、平成２９年度
から工事が予定されています。
質疑の中で「土地利用が明確になっていな
い。市民も興味があるところである。市で早
急に方針を決定していただきたい。概略設計
やイメージ図が出てこないとおかしいのでは
ないか」に対し、「土地利用については、しっ
かり考えていく。全体的に最も、効果的に利
用できる建物の配置をしていきたい」との答
弁がありました。

採決の結果、全員賛成で可決となりました
が、速やかに土地利用計画を策定し、利用目
的を明確にすることを求める附帯決議を全員
賛成で可決しました。西八田幼稚園

八田中学校内にある東八田幼稚園（１階部分）

意見書の送付同意した人事案件
●綾部市固定資産評価委員の選任
　　　中　野　　　誠さん

（上野町）＝新

●京都府立綾部高等学校の教育の充実を求める意見書
可決した１件の意見書を京都府並びに京都府教育委員
会に送付しました。　　　　（文面は４ページに記載）



あやべ市議会だより　No.1143

Digest

予算決算委員会 付託された５議案は、原案のとおり可決・承認

●平成28年度一般会計補正予算（第１号）
空き家活用定住促進事業費、住みたくな
る綾部留学プロジェクト事業費、観光施設案
内サイン整備事業費、国宝光明寺二王門プロ
ジェクト実行委員会運営事業費など、総額
６９１９万円の追加予算を計上するものです。
質疑の中で「空き家活用定住促進事業につ
いて、対象者は。また、『移住促進特別区域』と
して京都府が指定した地域はどこか」に対し、
「対象者は本市に転入する前に３年以上市外に
住んでいて、本市に新たに転入する者、又は本
市に転入して１年以内の者である。『移住促進
特別区域』は自治会連合会単位とし、綾部・中

筋を除く１０地区である」との答弁がありま
した。
また、「観光施設案内サインについて、今後
の計画は」に対し、「京丹波わちＩＣは、出口
正面の右側に『綾部市街地』という大きめの看
板を設置し、その下に市の観光施設の案内看
板を設置する予定である。綾部安国寺ＩＣも
同様の計画だが、施設の看板については安国
寺に近い施設を予定している」との答弁があ
りました。

その他、特別会計３件の補正予算と専決処
分事項の報告について審査しました。

安国寺 IC京丹波わち IC

●綾部市地域包括支援センターの包括的支援事
業の実施に係る基準が改正されます
市内に設置している地域包括支援センターに
配置する主任介護支援専門員について、５年ご
との更新研修が新たに規定をされました。
質疑の中で「研修の内容は」に対し、「初回の
研修では７０時間の研修が行われ、５年ごとの
更新研修では、４６時間の研修を８日間で受講
することになる」との答弁がありました。
また、「研修を受ける間、欠員などで業務に支
障がでる恐れがあるのではないか」に対し、「土・
日曜日などを含めて研修が行われ、業務に支障
がでないよう職員間で業務を補い対応していき
たい」との答弁がありました。
その他議案９件については、いずれも法令を
引用する規定と当該法令との整合を図るなど、

所要の改正を行うものでした。
質疑の中で、「法令改正に伴う市条例の改正
が行われていなかったことで、支障はなかった
のか」に対し、「条例のずれは特に支障は生じて
いない状況である」と答弁がありました。また、
「法令改正に伴い市条例を改正することは法律
上当然のことであり、今まで放置されていたこ
とがおかしい。それぞれの課でチェックは行わ
れているのか」に対し、「今回全庁的にもう一度
見直した結果、間違いがあった」と答弁があり
ました。
意見では、「法令改正時に、運用する市条例の
改正ができていないことは極めて重大な問題で
あり、今後チェック機能を高めること」とあり
ました。

産業厚生環境委員会 付託された10議案は、原案のとおり可決



《 議決（可決・承認・同意）結果の一覧 》

■各議員の態度 ・すべての議案において、会派内等で可否の態度が分か
　れたものはありません。
・議長は議案の採決に加わっていません。

市長提案の議案
□市議会議員及び綾部市長の選挙における
選挙運動用自動車の使用の公営に関する
条例の一部改正について

□市議会議員及び綾部市長の選挙における
選挙運動用ポスターの作成の公営に関す
る条例の一部改正について

□市税条例等の一部改正について

□市立幼稚園設置条例の一部改正について

□市立幼稚園保育料等に関する条例の一部改正について

□放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

□放課後児童健全育成事業の実施に関する
条例の一部改正について

□地域包括支援センターの包括的支援事業の実施
に係る基準を定める条例の一部改正について

□市営住宅設置及び管理条例の一部改正について

□特定用途制限地域内における建築物等の用
途の制限に関する条例の一部改正について

□一般職職員の給与に関する条例の一部改正について

□社会福祉法人の助成に関する条例の一部改正について

□保育及び教育の実施に関する条例の一部改正について

□介護福祉士育成修学資金の貸与に関する
条例の一部改正について

□廃棄物の減量化及び適正処理等に関する
条例の一部改正について

□介護保険条例の一部改正について

□あやべ観光案内所の設置及び管理に関す
る条例の一部改正について

□企業職員の給与の種類及び基準に関する
条例の一部改正について

□市立病院の使用料等に関する条例の一部改正について

□公益財団法人綾部市医療公社への奨学資金
の貸与に関する条例の一部改正について

□火災予防条例の一部改正について

□東綾小学校・中学校校舎改築工事（建築本
体工事）請負契約の一部変更について

□動産の取得について

□土地の取得について

□市道路線の認定及び変更について

平成28年度補正予算
□一般会計補正予算（第１号）

□国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

□下水道事業特別会計補正予算（第１号）

□地域排水事業特別会計補正予算（第１号）

専決処分事項の報告
□市立幼稚園保育料等に関する条例の一部改正について

□平成27年度一般会計補正予算（第５号）

人事案件
□固定資産評価委員の選任について

附帯決議
□土地の取得に対する附帯決議

意見書
□京都府立綾部高等学校の教育の充実を求める意見書

無
会
派

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

無
会
派

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会賛成： ◯　反対：×

（■＝可決　■＝否決）

賛成： ◯　反対：×

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

綾部市は広大な市域にあって農村地域の人口減少に悩んでおり、
定住政策を重点に過疎高齢化地域への移住促進や空き家対策によ
る均衡ある定住促進を政策の柱として日夜尽力している。
また、過疎高齢化が進む地域にあっても、そこに住む子どもたちの進
路保障を確実なものとするため、上林小中学校、東綾小中学校など施
設整備による小中一貫教育の推進をはじめ、国際理解教育、ふるさと
教育、キャリア教育を重点に据えて小中学校教育を推進してきたところ
である。
この間京都府教育委員会の絶大なご協力のもと、教職員の重点配
置などを進めていただき、その結果、小中学校ともに、児童生徒の学力
は着実に向上してきたところである。
一方、高校教育に関しては、以前は綾部高等学校にも子どもの学
力・能力・適性に応じた進路実現のための学科が保障されており、多く
の子どもたちは、公立高校は地元綾部高等学校を受験し、進路実現を
図ってきたところである。
しかし、平成１８年以降、府立高校特色化推進プランに基づき、綾部
高等学校のⅡ類は廃止される一方、福知山・西舞鶴の両校にⅡ類に代
わるものとして文理科学科・理数探究科が設置されたことにより、綾部
市立中学校を卒業した生徒の一部が遠く離れた市外の公立高校を
受験・通学する結果となっている。また、その傾向は普通科においても見
られ、綾部高等学校に普通科があるにもかかわらず、市外の他校の普
通科に進学する生徒の増加が顕著となってきている。
綾部市は、人口増加を図るため、企業誘致や企業の規模拡大を通

じて従業員の綾部への定住を政策のもう一つの柱ととらえ住宅政策も
推進している。従業員の家族が安心して綾部に住んでもらうための要
件として教育環境の充実は極めて重要であり、小・中・高校の一貫した
教育の充実が求められるところである。
よって、まちづくりの観点からも綾部市の教育の重点をさらに強化す
るためにも下記の点に関して京都府並びに京都府教育委員会に綾
部高等学校の充実を求める。

記

１　綾部高等学校は、綾部市で唯一の高等教育機関であり、綾部に
住む子どもたちが地元の高等学校で様々な進路実現が図れるよう
綾部高等学校の質的充実を図られたい。

２　京都府教育委員会が策定した「府立高校特色化推進プラン」に
おいて、綾部高等学校は「京都フロンティア校」に指定されている
が、綾部市の学校教育とりわけ、国際理解教育を高校においてもさ
らなる重点化を図るため、「グローバルネットワーク京都」の指定校に
変更されるとともに、福知山・西舞鶴両校と同様の国公立進学専門
学科を早急に設置されたい。

３　当面２年前に設置された普通科特進コースをさらに強化するた
め、具体的な取組を京都府教育委員会が責任をもって進め、綾部
高等学校においても希望する進路実現が可能であることを実証さ
れたい。

京都府立綾部高等学校の教育の充実を求める意見書
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■種類が豊富になってきた保存食

熊本地震を教訓に、何を学び何を変えるのか
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Ｑ　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
に
込
め
た
思
い

は
。
ま
た
、
基
本
戦
略
は
。

Ａ　
市
は
国
に
先
ん
じ
て
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
出
し
、
医
・
職
・
住
、
教
育
と
情
報
発
信

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
行
政
単
位
で
で
き
な
い
部
分
は
近
隣
市
と

の
連
携
を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

Ｑ　
世
帯
人
口
の
減
少
に
よ
り
、
離
農
の
増
加
に

よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
遠
距
離
耕
作
者
に
対
す
る
支

援
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

Ａ　
遠
距
離
耕
作
も
耕
作
放
棄
地
解
消
の
一
助
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
遠
距
離
耕
作
者
の
負
担

に
つ
い
て
も
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
制
度
設

計
が
難
し
く
、
事
業
化
は
困
難
で
あ
る
。

Ｑ　
京
都
府
移
住
の
促
進
の
た
め
の
空
家
及
び
耕

作
放
棄
地
等
活
用
条
例
と
市
の
空
家
活
用
定
住

促
進
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
市
は
全
国
に
先
駆
け
定
住
促
進
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
を
受
け
さ
ら
に
制
度
を
充
実
し

実
施
す
る
。

Ｑ　
市
内
の
商
店
、
特
に
西
町
商
店
街
の
店
舗
減

少
が
著
し
い
。
新
た
な
発
想
が
必
要
。
ま
た
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
活
用
状
況
は
。

Ａ　
前
年
度
末
ま

で
に
28
件
の
利

用
が
あ
っ
た
。

今
年
は
さ
ら
に

支
援
の
対
象
を

拡
充
し
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
。

ま
た
、
店
舗
併

用
住
宅
の
活
用

の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組

む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

■大型店舗撤退跡地（西町）

新たな耕作放棄地対策と商店街活性化策を求める
民政会　　高　倉　武　夫

一般質問
6月21日から23日の３日間にわたって14人の議員が市政全般

について質問を行いました。ここでは、一般質問の要旨を掲載いた
します。（掲載は登壇順）
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Ｑ　
昨
年
度
ま
で
資
材
補
助
率
は
１
０
０
％
だ
っ

た
防
護
柵
設
置
事
業
が
、
本
年
度
は
36
％
と
な

り
申
請
の
取
り
下
げ
が
相
次
い
で
い
る
。
補
助

率
減
の
経
緯
と
今
後
の
対
応
は
。

Ａ　
従
来
の
防
除
か
ら
捕
獲
強
化
へ
国
の
予
算
配

分
が
変
更
さ
れ
、
防
除
対
策
予
算
が
大
幅
に
減

額
。
地
元
負
担
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
、
内
示

額
の
範
囲
内
で
再
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、国
・

府
に
対
し
予
算
の
確
保
を
強
く
要
望
す
る
。

Ｑ　
伊
根
町
で
は
、
府
と
連
携
し
猿
の
個
体
数
調

整
計
画
を
策
定
。
大
型
捕
獲
檻
に
よ
り
２
年
間

で
１
５
０
頭
の
群
れ
か
ら
１
０
７
頭
の
猿
捕
獲

に
成
功
。
市
で
も
こ
の
計
画
を
実
施
し
て
は
。

Ａ　
本
年
度
、
猿
の
一
斉
捕
獲
に
向
け
て
生
息
数

調
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
見
て
検
討
を
す
る
。

Ｑ　
何
北
地
区
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
の
現
状
は
。

Ａ　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
か
ら
の
農
用
地
区

域
除
外
の
手
続
き
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

Ｑ　
地
域
住
民
や
議
員
も
一
生
懸
命
取
り
組
み
、

以
前
か
ら
土
地
選
定
課
題
に
も
言
及
を
す
る
な

ど
強
い
関
心
を
持
つ
中
で
、
１
年
間
何
の
連
絡

も
な
く
今
回
の
状
況
に
な
り
残
念
。
今
後
の
市

の
考
え
は
。

Ａ　
地
元
の
皆
さ
ん
の
強
い
要
望
を
踏
ま
え
、
選

定
さ
れ
た
候
補

地
を
尊
重
す
る

こ
と
が
最
も
望

ま
し
い
と
判

断
。
府
に
対
し

積
極
的
な
対
応

に
努
め
る
な
ど

最
大
限
の
努
力

を
し
、
何
と
か

施
設
整
備
を
実

現
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■何北地区高齢者福祉施設 整備予定地周辺

鳥獣害対策の実行性と実効性強化を
何北地区高齢者福祉施設整備事業の現状と今後は民政会　　種　清　喜　之

Ｑ　
今
年
以
久
田
野
で
防
霜
フ
ァ
ン
が
設
置
さ

れ
た
が
、
事
前
に
近
隣
住
民
へ
の
理
解
が
な
い

ま
ま
実
施
さ
れ
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
事
態
に

な
っ
た
の
か
。

Ａ　
昨
年
度
市
内
６
か
所
の
茶
園
で
41
基
の
防

霜
フ
ァ
ン
を
設
置
し
た
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
設
置
工
事
業
者
と
協
議
を
し
て
、

近
隣
住
民
に
は
理
解
を
得
た
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ　
私
に
相
談
さ
れ
た
方
は
、「
事
前
に
説
明
は

な
く
設
置
直
後
に
了
解
を
求
め
ら
れ
た
」
と
訴

え
て
お
ら
れ
る
。
住
宅
と
の
距
離
が
10
メ
ー
ト

ル
も
な
い
よ
う
な
設
置
箇
所
が
他
に
も
あ
る
の

か
。

Ａ　
全
て
の
フ
ァ
ン
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。　

Ｑ　
開
発
公
社
か
ら
市
へ
移
管
し
た
土
地
の
利
活

用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
当
初
の
事
業
目
的
に
応
じ
た
利
活
用
に
努
め

て
い
る
。
駅
周
辺
は
完
了
し
、
住
宅
用
地
は
１

カ
所
の
み
売
却
が
で
き
て
い
る
。

Ｑ　
線
引
き
廃
止
に
伴
う
土
地
の
利
活
用
を
十
分

検
討
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
一
層
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
、
売
却

等
が
で
き
な
け
れ

ば
、
維
持
管
理
費

の
み
を
支
出
す
る

こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
経
費
は
ど
の

程
度
必
要
な
の
か

な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

■位田町の防霜ファン

茶園への防霜ファンの設置は、近隣住民の合意が前提
未利用の市有地の有効な利活用を図ることを求める日本共産党　　吉　崎　　　久

Ｑ　
あ
や
バ
ス
の
運
行
路
線
に
つ
い
て
は
、
京
都

交
通
が
以
前
運
行
し
て
い
た
路
線
を
基
本
と
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
日
ま
で
拡
大
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
が
、
過
疎
地
域
の
公
共
交
通
に

対
し
て
の
考
え
方
は
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
の

か
。
ま
た
、
自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
に
向
け
た

支
援
な
ど
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　
現
在
走
っ
て
い
る
路
線
を
中
心
に
、
で
き
る

限
り
充
実
し
た
い
。
路
線
に
つ
い
て
も
当
然
検

討
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
費
用

対
効
果
が
よ
り
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
と
い
う
現

実
も
あ
る
。

　
　

自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
み
せ
ん
バ
ス

を
成
功
事
例
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

Ｑ　
当
初
５
年
間
の
時
限
条
例
と
い
っ
て
い
た
水

源
の
里
条
例
は
、
来
年
４
月
で
10
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
後
継
者
の
問
題
を
抱
え
な
が

ら
小
さ
な
集
落
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
敬

意
を
表
す
る
。
引
き
続
き
継
続
を
願
う
も
の
で

あ
る
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　
現
在「
水
源
の
里
を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上

げ
、
こ
の
10
年
間
の
成
果
の
検
証
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ

る
。
集
落
の
代

表
者
の
大
半
は

今
後
も
事
業
の

継
続
を
希
望
さ

れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

水
源
の
里
事
業

に
つ
い
て
は
継

続
す
る
方
向
で

前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■於与岐町の自主運行バス（みせんバス）

あやバス運行路線の拡大について問う
水源の里の今後の取り組みは民政会　　吉　崎　　　進

一般質問
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Ｑ　
本
市
に
お
け
る
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
の

設
置
場
所
及
び
設
置
局
数
の
現
状
は
。

Ａ　
連
合
自
治
会
単
位
で
中
上
林
２
カ
所
、
綾
部

７
カ
所
、
中
筋
３
カ
所
、
豊
里
３
カ
所
、
そ
の
他

８
地
区
で
各
１
カ
所
の
合
計
23
カ
所
に
設
置
。

Ｑ　
設
置
場
所
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
が
あ
る
の
か
。

Ａ　
拠
点
避
難
所
と
な
る
各
地
区
公
民
館
や
市
内

公
共
施
設
、
浸
水
被
害
箇
所
及
び
樋
門
閉
鎖
に

よ
る
内
水
被
害
想
定
箇
所
に
設
置
し
て
い
る
。

Ｑ　
１
０
０
％
の
情
報
伝
達
を
公
助
で
行
い
、
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
の
は
公
の
使
命
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

Ａ　
災
害
時
に
適
格
な
情
報
伝
達
を
行
い
、
避
難

行
動
を
促
す
の
は
行
政
の
使
命
と
考
え
る
。

Ｑ　
地
元
の
地
権
者
か
ら
設
置
場
所
に
使
用
す
る

用
地
の
提
供
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
内
容

と
回
答
は
。

Ａ　
施
設
完
成
後
、
音
達
で
き
な
い
た
め
、
新
設

又
は
移
設
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
一
度
自
治
会

で
協
議
の
上
、要
望
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
。

Ｑ　
鳥
取
県
倉
吉
市
や
新
潟
県
柏
崎
市
で
は
戸
別

受
信
機
を
各
世
帯
に
一
台
づ
つ
配
布
さ
れ
た
と

聞
く
が
、
市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
う
計
画

は
な
い
か
。

Ａ　
子
局
や
戸
別

受
信
機
だ
け
で

情
報
伝
達
は
非

常
に
難
し
い
、

い
ろ
ん
な
情
報

伝
達
手
段
を
活

用
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い

く
。　
　
　
　
　
　
　
　

■防災行政無線屋外子局（豊里コミセン）

災害時の情報伝達（防災行政無線屋外子局等）について問う
新政会　　村　上　宣　弘

Ｑ　
６
次
に
わ
た
る
拡
張
事
業
で
、
奥
上
林
を
除

く
市
全
域
に
水
道
給
水
区
域
が
広
が
っ
た
が
、

人
口
、
使
用
水
量
、
使
用
料
収
入
と
も
に
減
少

傾
向
に
あ
り
、
今
後
の
水
道
事
業
運
営
の
財
源

確
保
に
は
料
金
の
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
将
来
的
に
は
水
道

の
広
域
化
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ　
平
成
29
年
度
以
降
は
、
毎
年
度
赤
字
を
予
測

し
て
い
る
。
平
成
32
年
度
ま
で
は
内
部
留
保
資

金
で
経
営
で
き
る
が
、
そ
の
後
は
原
則
料
金
値

上
げ
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。
広
域
化
に
つ

い
て
は
、
昨
年
初
め
て
、
府
主
催
の
会
議
が
開

催
さ
れ
、
近
隣
水
道
事
業
者
間
の
連
携
強
化
の

方
向
が
示
さ
れ
た
。
今
後
は
、
国
・
府
と
連
携

し
、
広
域
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　
水
源
の
里
及
び
定
住
促
進
施
策
の
取
り
組
み

を
始
め
て
約
10
年
、
条
例
制
定
や
定
住
実
績
が

全
国
３
位
に
な
る
な
ど
で
、
全
国
的
に
注
目
を

集
め
て
き
た
。
し
か
し
、
定
住
者
の
獲
得
競
争

が
激
化
し
て
い
る
中
、
常
に
一
歩
先
ん
じ
た
、

近
き
者
も
遠
き
者
も
よ
ろ
こ
べ
る
施
策
の
展
開

を
期
待
す
る
が
、
ど
う
か
。

Ａ　
水
源
の
里
の
取
り
組
み
は
地
方
創
生
の
先

取
り
と
の
自
負
を

持
っ
て
い
る
。
新

条
例
制
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
定
住

施
策
は
府
と
の
連

携
で
制
度
を
拡
充

し
、
市
な
ら
で
は

の
先
駆
的
な
取
り

組
み
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

■山家西簡易水道統合整備事業・貯水池

住んでよかった綾部のために水道広域化の検討と
水源の里・定住促進策の充実を創政会　　荒　木　敏　文

Ｑ　
選
挙
年
齢
を
18
歳
以
上
に
す
る
公
職
選
挙
法

が
改
正
さ
れ
た
。
市
選
管
で
は
対
象
と
な
る
高

校
生
の
主
権
者
教
育
等
、
教
育
現
場
へ
の
対
応

を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
た
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ　
選
挙
制
度
を
理
解
し
、
投
票
行
動
に
結
び
つ

け
て
も
ら
う
た
め
副
教
材
を
配
布
し
、
さ
ら
に

は
１
、２
年
生
と
も
に
主
権
者
教
育
に
取
り
組

み
、将
来
の
政
治
参
加
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
。

Ｑ　
府
内
で
初
め
て
実
施
す
る
借
上
型
市
営
住
宅

の
取
り
組
み
は
、
市
民
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
平
成
33
年
度
ま
で
の
計
画
で
は
１
１
８

戸
の
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
借
上
型
住

宅
の
内
容
は
。

Ａ　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
８
戸
、
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
を
12
戸
の
計

20
戸
で
あ
る
。
対
象
範
囲
を
綾
部
駅
か
ら
約
２

㎞
内
の
半
径
と
設
定
し
た
。
本
年
度
の
入
居
者

募
集
に
つ
い
て
は
、
８
月
を
目
途
に
進
め
て
い

き
た
い
。

Ｑ　
こ
の
福
祉
施
設
は
、
22
・
23
年
に
志
賀
郷
、

物
部
両
地
区
の
悲
願
と
し
て
要
望
し
、
施
設
法

人
の
ご
理
解
の
も
と
、
平
成
30
年
完
成
を
約
束

さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
現
場
が
農
振
地
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
進
展
し
な
い
現
実

は
行
政
の
対
応
に
問
題
が
あ
る
。

Ａ　
当
該
地
域
が
農
振
地
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
地
元
の
悲
願
で
あ
り
市
も
施
設
の
重

要
性
を
理
解
し
て
い
る
。
府
並
び
に
府
農
業
会

議
と
真
剣
に
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

■選挙権が18歳以上に

「改正公選法」「借上型市営住宅制度」
「何北地区高齢者福祉施設」について問う新政会　　久　木　康　弘

一般質問
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Ｑ　
今
夏
の
参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
権
が
18
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。
全
国
で
２
４
０
万

人
、
府
内
で
４
万
９
千
人
、
本
市
で
も
６
４
５

人
有
権
者
が
増
え
る
。
投
票
率
の
低
下
が
一
層

懸
念
さ
れ
る
が
、啓
発
活
動
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
「
綾
部
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」に
、
綾

部
高
等
学
校
生
徒
会
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
街
頭

啓
発
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
若
者
に
Ｐ
Ｒ
し
た

い
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
Ｆ
Ｍ
い
か
る
、
18
・
19

歳
へ
の
郵
便
を
利
用
し
投
票
を
呼
び
か
け
る
。

Ｑ　
本
市
の
児
童
虐
待
相
談
件
数
は
平
成
26
年
度

延
べ
１
４
２
７
件
で
あ
っ
た
。
年
々
増
加
し
平

成
21
年
度
の
約
９
倍
で
あ
る
。
平
成
27
年
度
の

虐
待
相
談
件
数
は
。

Ａ　
平
成
27
年
度
は
延
べ
１
５
８
４
件
。
新
規
の

相
談
受
付
件
数
は
34
件
で
あ
る
。

Ｑ　
全
国
で
は
児
童
虐
待
件
数
よ
り
も
、
Ｄ
Ⅴ
相

談
件
数
が
は
る
か
に
多
い
。
本
市
で
の
Ｄ
Ⅴ
、

高
齢
者
虐
待
の
相
談
件
数
は
ど
う
か
。

Ａ　
Ｄ
Ⅴ
で
は
平
成
25
年
度
82
件
、
26
年
度
59

件
、
27
年
度
82
件
。
高
齢
者
虐
待
で
は
25
年
度

３
１
６
件
、
26
年
度
１
９
５
件
と
若
干
減
少
し

て
い
る
。

Ｑ　
新
事
業
「
住
み
た
く
な
る
綾
部
留
学
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
の
今
後
の

計
画
・
見
通
し

は
。

Ａ　
ま
ず
は
看
護

師
の
受
け
皿
と

な
る
事
業
を
展

開
す
る
。
成
功

す
れ
ば
他
の
専

門
職
種
へ
の
拡

大
も
考
え
て
い

く
。

■綾部高等学校生徒会による選挙の街頭啓発

18歳選挙権、啓発活動はどうするのか
女性へのＤⅤ、高齢者虐待相談件数は民政会　　松　本　幸　子

Ｑ　
市
民
の
願
い
で
あ
っ
た
、
５
月
の
都
市
計
画

線
引
き
廃
止
を
受
け
て
、
そ
の
後
の
状
況
と
今

後
の
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
方
針
を
伺
う
。

Ａ　
５
年
を
か
け
て
の
廃
止
は
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
る
。
旧
市
街
化
調
整
区
域
か
ら
の
建
築
確

認
申
請
の
増
加
が
み
ら
れ
る
。
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
制
度
の
勉
強
会
へ
の
参
加
依
頼
も
あ
り
全

面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

Ｑ　
線
引
き
廃
止
後
で
あ
っ
て
も
、
個
別
法
で
あ

る
農
振
法
、
建
築
基
準
法
等
の
法
規
制
、
基
準

が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
ど
う
ク

リ
ア
す
る
の
か
。

Ａ　
国
の
地
方
分
権
改
革
に
伴
う
、
地
域
再
生
法

等
、
関
係
法
令
の
制
度
改
正
に
よ
る
規
制
の
緩

和
を
研
究
し
、
制
度
の
活
用
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
水
源
の
里
を
抱
え
る
自
治
体
と
し
て
、
中
山

間
地
の
振
興
は
切
実
で
あ
り
、
重
大
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
充
実
、
振
興
策
は
い
か
が
か
。

Ａ　
「
水
源
の
里
を
考
え
る
会
」で
、
５
年
先
10
年

先
の
水
源
の
里
事
業
、
振
興
策
の
展
開
に
つ
い

て
十
分
に
検
討
す
る
。

Ｑ　
林
業
推
進
計
画
に
お
け
る
、
木
材
利
用
拡
大

策
の
一
つ
で
あ
る
薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
助
成
に

つ
い
て
今
後
の
方
針
は
。

Ａ　

本
年
度
よ

り
導
入
さ
れ

た「
豊
か
な
森

を
育
て
る
府
民

税
」
の
交
付
金

を
活
用
し
、
地

域
産
材
の
利
用

促
進
策
と
し
て

購
入
助
成
を
検

討
す
る
。

■木材市場のせり風景

綾部の新しいまちづくりの展開は
民政会　　相　根　一　雄

Ｑ　
地
域
医
療
構
想
と
病
床
の
機
能
分
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
中
、
市
立
病
院
で
は
「
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
」
が
導
入
さ
れ
た
が
そ
の
経
過
は
。

Ａ　
急
性
期
治
療
の
後
、
在
宅
・
施
設
復
帰
に
不

安
の
あ
る
方
の
要
望
に
応
え
、
一
部
の
病
棟
を

退
院
準
備
を
進
め
る
病
棟
へ
機
能
変
更
し
た
。

お
お
む
ね
30
日
、
最
大
60
日
入
院
可
能
。

Ｑ　
在
宅
医
療
重
視
の
流
れ
だ
が
、
医
師
の
高
齢

化
と
不
足
で
、
遠
隔
地
は
往
診
も
む
ず
か
し

い
。
住
民
の
受
療
権
を
ど
う
守
る
の
か
。

Ａ　
遠
距
離
の
往
診
が
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
病
院
・
病
診
間
の
連
携
で
医
療
供
給
体

制
が
で
き
る
だ
け
低
下
し
な
い
よ
う
取
り
組
む

Ｑ　
京
都
府
伊
根
町
は
義
務
教
育
の
完
全
無
償
化

を
実
施
し
て
い
る
が
、
憲
法
26
条
第
２
項
「
義

務
教
育
は
こ
れ
を
無
償
と
す
る
」
の
見
解
は
。

Ａ　
最
高
裁
の
判
例
や
法
律
か
ら
、
授
業
料
と
教

科
用
図
書
が
無
償
と
判
断
。
範
囲
、
対
象
は
今

後
、
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　
「
就
学
援
助
制
度
」
は
、
経
済
的
理
由
で
就
学

が
困
難
な
場
合
、
自
治
体
が
教
育
費
の
援
助
を

す
る
重
要
な
制
度
。
し
か
し
申
請
し
な
い
と
受

け
ら
れ
な
い
。
も
れ
な
く
周
知
さ
れ
受
給
さ
れ

て
い
る
か
。

Ａ　
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
児
童
・
生
徒
は

こ
の
20
年
間

で
約
３
倍
に
増

え
た
。
制
度
に

つ
い
て
、
認
定

基
準
を
記
載
し

た
文
書
を
、
学

校
や
担
任
か
ら

配
布
し
周
知
徹

底
を
図
っ
て
い

る
。

■リハビリ中の高齢者

地域医療構想と市立病院、今後の在宅医療は
教育の無償化と就学援助は日本共産党　　搗　頭　久美子
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Ｑ　
市
内
の
金
属
加
工
業
で
は
、
売
上
の
停
滞
・

減
少
に
加
え
て
利
幅
の
減
少
な
ど
で
景
況
感
は

減
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
小
売
店
で
も
売
上
の

減
少
や
価
格
競
争
の
激
化
が
将
来
の
見
通
し
を

不
透
明
に
し
て
い
る
。
２
０
１
４
年
消
費
税
増

税
導
入
時
以
来
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
が
予
測
さ

れ
て
い
る
。
各
業
種
ご
と
の
的
確
な
把
握
と
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
北
都
信
金
や
会
議
所
の
調
査
で
、
景
況
感
を

示
す
数
値
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
水
準
で
推
移

し
、
良
い
状
況
は
続
い
て
い
る
と
判
断
し
て
い

る
。
し
か
し
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
卸
売
・

小
売
業
で
は
個
人
消
費
の
低
迷
で
厳
し
い
状
態

で
あ
る
。
金
融
機
関
や
府
な
ど
協
力
し
情
報
収

集
と
的
確
な
実
態
把
握
で
中
小
企
業
支
援
策
を

進
め
る
。

Ｑ　
府
北
部
地
域
の
生
徒
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら

府
立
高
校
の
再
編
に
つ
い
て
検
討
を
さ
れ
て
い

る
。
大
事
な
こ
と
は
、
ど
の
高
校
で
学
ん
で
も

「
だ
れ
も
が
大
切
に
さ
れ
る
」「
希
望
す
る
進
路

に
進
め
る
」「
近
く
で
安
心
」
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ　
生
徒
の
夢
を
大
事
に
し
、
学
習
や
部
活
動
を

通
じ
て
学
力
の
向
上
を
図
り
、
心
身
を
鍛
え
、

進
路
実
現

の
た
め
、

教
育
内

容
の
充
実

を
希
望
す

る
。

■綾部高等学校東西校舎

市内中小事業所の支援を
生徒の夢・希望が叶う綾部高校に日本共産党　　堀　口　達　也

Ｑ　
平
成
27
年
４
月
か
ら
施
設
分
離
型
と
一
体
型

で
の
小
中
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
、
１
年
が

経
過
し
た
。
現
時
点
で
成
果
や
課
題
は
。

Ａ　
成
果
は
、
教
職
員
の
意
識
が
変
化
し
た
こ
と

で
あ
る
。
課
題
は
、
小
中
学
校
間
で
綿
密
に
情

報
交
換
を
行
う
た
め
の
時
間
の
確
保
で
あ
る
。

Ｑ　
各
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設
分
離
型
と
一
体

型
で
、ど
の
よ
う
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
施
設
一
体
型
、
施
設
分
離
型
で
取
り
組
み
の

プ
ロ
セ
ス
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
小
中
一
貫

教
育
で
目
指
す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

Ｑ　
来
年
４
月
か
ら
東
綾
小
中
一
貫
校
が
開
校
す

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
東
綾
中
学
校
の
活
動
を
ど

の
よ
う
に
総
括
し
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
か
。

Ａ　
取
り
組
み
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
地
域

の
方
々
の
協
力
の
も
と
東
綾
小
中
だ
か
ら
で
き

る
一
貫
教
育
の
実
践
を
重
ね
て
い
く
。

Ｑ　
小
中
学
校
の
通
学
路
に
お
い
て
危
険
箇
所
は

把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　
学
校
長
に
、
危
険
箇
所
や
交
通
安
全
施
設
等

の
報
告
を
依
頼
し
、
把
握
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
歩
道
に
十
分
な
幅
員
が
確
保
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
今
後
の
計
画
は
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
の
か
。

Ａ　
国
道
27
号
線

の
通
学
路
の
安

全
対
策
に
つ
い

て
は
、
国
土
交

通
省
や
学
校
等

と
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く

べ
き
課
題
と
考

え
て
い
る
。

■建設工事が進む東綾中学校

小中一貫教育の課題は
通学路の安全確保を新政会　　片　岡　英　晃

Ｑ　
水
道
の
未
普
及
地
は
、
奥
上
林
地
区
の
一
部

を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
整
備
希
望
者
が
少
な

く
実
施
が
難
し
い
こ
と
は
わ
か
る
が
、
希
望
者

に
は
市
の
責
務
と
し
て
、
安
全
な
水
を
安
心
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

Ａ　
自
治
会
単
位
、
全
員
同
意
が
な
け
れ
ば
、
事

業
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
未
普
及
地
解
消

の
た
め
、
山
水
利
用
者
を
対
象
に
小
規
模
な
飲

用
井
戸
の
整
備
等
、
点
在
す
る
集
落
の
地
域
状

況
を
踏
ま
え
た
事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　
市
内
企
業
に
お
い
て
は
、
新
工
場
の
建
設
や

本
部
機
能
の
移
転
な
ど
に
よ
り
、
設
備
投
資
が

積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者
の
確
保

や
住
宅
の
確
保
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
の
課

題
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
策
は
。

Ａ　
ふ
る
さ
と
就
職
支
援
情
報
提
供
事
業
や
合
同

面
接
会
な
ど
で
、
雇
用
機
会
の
確
保
に
努
め
て

い
る
。
住
宅
の
確
保
で
は
、
綾
部
駅
周
辺
、
国

道
沿
い
な
ど
の
民
間
活
力
に
よ
る
住
宅
整
備
の

情
報
提
供
な
ど
、
そ
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

Ｑ　
綾
部
高
等
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
で
、
進
路

実
現
や
実
務
的
な
能
力
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
ま
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　
綾
部
高
等
学
校
が
、
こ
の
地
で
進
学
を
希
望

す
る
子
ど
も
た

ち
の
受
け
皿
に

な
る
こ
と
や
特

色
を
生
か
し
、

そ
こ
を
鮮
明
に

し
て
い
く
こ
と

で
魅
力
あ
る
学

校
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

■山水利用施設の取水堰

規模拡大される企業への支援策は
まちづくりの観点からの綾部高等学校の姿は創政会　　波多野　文　義
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平成23年度から始まり、今年度で第６回目となる議会報
告会を５月16日から25日にかけて、各地区自治会連合会
のご協力をいただき、市内12地区において開催しました。

報告会には昨年度を上回る221人の市民にご参加をいた
だき、３月議会での平成28年度予算議案等の報告を行った
後、意見交換を行い、▼防災対策▼有害鳥獣対策▼空き家対
策▼内水対策▼NPO法人への委託金返還問題‐など、市政
全般にわたり127件に及ぶご意見やご要望等をいただきま
した。

これら議会報告会でのご意見等を今後の市政に活かすた
め、７月１日に安藤議長から山崎市長へ説明を行いました。

市議会では、こ
れからも市民の声
を市政に反映させ
るよう努力してま
いります。

今後とも市民の
皆様のご理解とご
協力をいただきま
すようお願いいた
します。

平成28年度
議会報告会を開催しました

綾部市健康ファミリーセンター（口上林地区）での様子

平成28年９月定例会の日程予定
　9月定例会は、9月6日から10月17日
までの42日間の会期で予定しています。

9月 6日（火）　本会議
（議案上程 人事案件採決）

12日（月）　請願受理締切り（正午）
13日（火）　一般質問
15日（木）・16日（金）

一般質問
20日（火）　予算決算委員会

（総括質疑）
21日（水）　総務教育建設委員会
23日（金）　産業厚生環境委員会
26日（月）　予算決算委員会

（予算審査）
28日（水）　本会議（採決）

10月 5日（水）～10月13日（木）
予算決算委員会

（決算審査）
10月17日（月）　本会議

（採決：決算議案）

よくわかる定例会の流れよくわかる定例会の流れ

本会議
（最終日）

委員長報告

討　　　論
表　　　決
閉　　　会

…… 各常任委員長から付託された議案等の審査の概要と結果を
　　 報告し、それに対する質疑応答を行う。

…… 議員が、議案等に対して賛成又は反対の意見を述べる。

…… 議員が、議案等に対し賛否の意思を表明する。

…… 議案等の審議をすべて終わり、議長が閉会を宣言する。

開　　　会
会期の決定
提 案 説 明

…… 議員が議場に参集し、議長が開会を宣告する。

…… 定例会の期間を議長が会議に諮って決める。

…… 市長が議案について提案説明を行う。

総務教育建設委員会
産業厚生環境委員会
予 算 決 算 委 員 会

付託された議案及び請願について審査するため、
３つの常任委員会が各々開催される。

一 般 質 問 …… 議員が市の行政全般について、市長その他の執行機関に対し
　　 見解を述べ、疑義をただす。

上程された議案に対する質疑応答を行い、専門的な審査を行うため、一般質問最終
日に所管の常任委員会に付託する。
また、市民から提出された請願を上程、所管の常任委員会に付託する。

常任委員会審査

常任委員会付託

本会議
（第２日）
（第３日）
（第４日）

本会議
（第１日）



　綾部市議会が取り組んでいる議会改革の一環として、議長交際費を市民に積極的に公開しています。
　ここでは平成２７年４月から平成２８年３月までの支出について報告します。
　なお平成２８年４月分から、ホームページにおいても公開しています。

【収支報告一覧表】
（単位：円）

※１ 差引不用額は市に返還しました。　※２ 収入の「その他」は自己負担分です。

※「その他」は協賛金等です。
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43,000

7

1

1
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2
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数

0

152,000

25,000
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5,000

244,0000
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数

（単位：円）
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2

6

議員の表彰 第92回全国市議会議長会定期総会において、高倉武夫議員が正副議長在職４年の表彰を受けました。

平成２7年度議長交際費の支出内容をお知らせします。平成２7年度議長交際費の支出内容をお知らせします。

　政務活動費は、地方自治法第１００条第１４項から第１６項の規定に基づき、「綾部市議会政務活動費の交付に関
する条例」を定めて、市議会議員の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。

（会派に対し、１人あたり年額２０万円）

平成２7年度政務活動費の収支内容をお知らせします。平成２7年度政務活動費の収支内容をお知らせします。

公 明 党

支出の内訳

200,000 24,314 0 86,905 0 0

0 0 91,368 0 202,587
0

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、会報発行、書籍・新聞購読

政務活動費 調査研究費 研　修　費 広　報　費 広　聴　費 要請・陳情活動費 差引不用額

会　議　費 資料作成費 資料購入費 事 務 所 費 支 出 合 計

2,587

そ　の　他

新 政 会

支出の内訳

600,000 360,752 0 0 0 0

0 16,383 0 0 377,135
222,865

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、視察旅費（日南市、都城市、延岡市）、

政務活動費 調査研究費 研　修　費 広　報　費 広　聴　費 要請・陳情活動費 差引不用額

会　議　費 資料作成費 資料購入費 事 務 所 費 支 出 合 計

0

そ　の　他

日本共産党
綾部市会議員団

支出の内訳

800,000 102,240 27,000 647,451 62,061 0

0 11,275 10,512 0 860,539
0

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、会報発行及び折込料２回分

政務活動費 調査研究費 研　修　費 広　報　費 広　聴　費 要請・陳情活動費 差引不用額

会　議　費 資料作成費 資料購入費 事 務 所 費 支 出 合 計

60,539

そ　の　他

創 政 会

支出の内訳

1,000,000 398,462 199,848 228,735 0 73,360

0 3,966 59,708 28,086 992,165
7,835

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、視察旅費（高松市、高知市、松山市、総社市）、会報発行及び折込料、事務経費、新聞購読

政務活動費 調査研究費 研　修　費 広　報　費 広　聴　費 要請・陳情活動費 差引不用額

会　議　費 資料作成費 資料購入費 事 務 所 費 支 出 合 計

0

そ　の　他

民 政 会

支出の内訳

1,000,000 458,932 112,596 223,875 0 0

5,023 19,382 58,968 84,577 963,353
36,647

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、会報発行及び折込料、事務経費

政務活動費 調査研究費 研　修　費 広　報　費 広　聴　費 要請・陳情活動費 差引不用額

会　議　費 資料作成費 資料購入費 事 務 所 費 支 出 合 計

0

そ　の　他

収　入 支　　　　　　　出
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大きくなったら
どんな仕事がしたい？（目標）
　作家になりみんなに物語のおもしろさを教えた
い。小学校の先生。インテリアデザイナー、（自分の
家に自分がデザインした家具を置いて住んでみた
い）。どのテストも満点を取ること。二学期の体育で
５を取ること。

学校のどんなところが好き？
　６年生になり５年生と給食を食べたり、体育や音楽をした
りして、５年生と前より仲良くなれること。学校がにぎやかなこ
と。「きらきら金曜日」や「全校遊び」など他の学年と遊ぶ機会
が多いこと。みんなが仲良く元気に遊べている。あいさつを大
きな声で言うと返してくれる。何事にも真剣に取り組める。み
んな心をひとつにして頑張れる。掃除班が宝石の名前（学校
をピカピカにするため）。掃除時間に歌が流れる。歌に合わせ
歯をみがく。リーダーが「～しよう」といったら協力してくれる。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？
　いろいろなまつりを開いてくれる。高槻町に前方後円墳の
茶臼山古墳があること。東八田見守り隊として毎日ついてきて
もらえる。「おかえり」とあいさつをしてもらえる。緑が多い。足
利尊氏の生まれた安国寺がある。川がきれい。行事に多くの
地域の方が参加される。

地域の人にありがとう！
周りの大人たちに感謝していることは？
　毎日、東八田見守り隊としてついてきてくださる。友達と楽し
めるような祭りを春、夏、秋、冬にしてくださる。休みにもかかわら
ず地域の人がついてきてくださる。

取材を終えて
「弥仙の峰高く日に映えて」と校歌にも歌われているように、北に弥仙山
を仰ぐ東八田小学校の皆さんは、緑に包まれた自然豊かな中で多くの
地域のみなさんに見守られ、またかかわって、のびのびと頑張っている
様子がわかりました。全校生徒５９人中６年生はわずか３人のクラスで
すが、３人力を合わせ頑張っているところがよく伝わってきました。今後
大きく成長してください。

第８回の「小学校編」は、東八田小学校を訪問し、編集委員が運
営委員３人の声を聞いてきました。東八田小学校は、「一人一人の
可能性を開き、伸ばす教育」を教育スローガンに掲げ、【まなび】自ら
学び、自ら考え行動できる子ども、【えがお】自分を大切にし、人を大
切にできる子ども、【げんき】健康で、たくましく生きる子どもを目指し、
取り組んでおられます。

～東八田小
学校～
（平成28

年7月 取材
）

世代からの
メッセージ次次

運営委員の皆さん

全児童のリー
ダー：運営委

員

Ayabe C ity  Assembly News Report
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　大変暑い日が続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。
　さて６月議会も終わり、今の議会だより編集委員会によ
る発行は最後になりました。

　次号からは新しいメンバーでの発行となりますが、引き続きよろしくお
願い申し上げます。子どもたちはもうすぐ二学期、また農家にとっては稲
刈りと忙しくなってまいりますが、お体には十分お気をつけてお過ごしく
ださい。

編集／議会だより編集委員会
安藤和明・吉崎　進・種清喜之・荒木敏文・吉崎　久・井田佳代子・片岡英晃・森　義美

編 集 後 記




